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（第1表）粗国民生産総額の対前年増加牽及び平均成長

　　　　率からの乖離

年　次

　1930
　1931

　1932
　1933
　1934
　1935
　1936
　1937
　1938
　1939
　1940
　1941
　1942
　1943
　1944
　1945
　1946
　1947
　1948
　1949
　1950
　1951
　1952
　1953
　1954
　1955
　1956
　1957
　1958
　1959

L＿

　　　　　　1旱10年期の
各年の成長率
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（第2表）粗民間国内投資の対前年増加率及び平均成長

　　　　率からの乖離
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　（第3表）　　　ピークとボトムの平均からの乖離

粗国民生産総額

A
B

C

D

周　　期 ピーク

1930～1937

1938～1945

1946～1953

1954～1957

1937

1944

1953

1957

ボトム

1933

1938

1947

1954

期間平均
額
単位10億
ドル

170．7

284，5

355．5

440．0

上方乖離下方乖離
単位10億単位10億
ドノレ　　　　ドノレ

34．1

81，8

61，5

△

△

△

29．3

89．3

39．9

18・　91△31・2

偏　　差　　率

ピー 刎ボトム％

20．0△　 17．2

28．8△、31，4

17．3△　 IL2

4．3△　7．1

粗民間国内投資 総計

A
B

C
D
E

1930：一）1937

1938～1941

ig42～1948

1949～1953

1954～1957

1937

1941

1948

1951

19551

1932

1938

罵
ig54rl

17。6

30．3

32．7

60．1

68。4

13．5△

12．8△

25．7△

8．2△

5．11△

　⊥

12，7

11．9

19．4

13．7

10．5

77．3

42．2

78．6

13．6

7。5

△　72．2

△　39．3

△　59．3

△　22．8

△　15，4

粗民間国内投資 住宅

A1930～1941
B　　！942～1948

　　　　　　　
Cl1949～19551

1941

1948

1955

　　　
19331　　　　5．2
　　1
1044］　　　6，0

，949116．2
　＿1

3．8△　3．4

7・°△生3「

4・　5i△3・4i

73．1△　　65。4

116．7△　　71：7

27．8△　　2LO

粗民間国内投資 生産者耐久設備

A
B

c
D
E

1930～1937
1938～1941

1942～1948

1949～1953

1954～1957

1937

1941

1948

1953

1956

1932

1938

1943

1949

1954

8．1

12．0

16．8

26，1

28．3

4．6

3．6

10．9

1．3

2．1

△

△

△

△

△

3．81　　　56．8

3．2　　30．0

8。4　　64．9

2．0　　　5．0

3．0　　　7．4

△’46，9

△26．ブ

ム　50．0

△　7．7

△　10．6

粗民間国内投資 企業在庫変動

A

c．

D
E
F

1930～1937

1938～玉941

1942～1946

1947～1951

1952～1955

旦956～1959

1937

1941

1946

1951

1955

1956

1932

1938

1945

1949

1954

1958

△ 0，7

3．4

1．8

3，9

2．0

1．7

6．0

6，2

8．3

7．2

4，6

3．3

△

△

△

△

△

△

5．8

5．7

4．6

7．7

4r．2

5，9

△857．1

　182。4

　461、1

　184．6

　230．0

　194．1

　828．6

△167．6

△255．6

△197・4

△210．0

△347．1

註：．附表1より算出

6



‘

／

住
宅
投
資
に

つ
い

て

み
る

と

戦
時
中

抑
圧
さ

れ
て

い

た

住
宅
需
要
が
解
放
さ

れ
て

四

五
年
亀〉

り

四

六
年

四

七
年
に

集
中

的
に

増

日本及びアメリカにおける経済循環の特質
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は

當
l！i．

z
フ

ス

で
あ

登

全
体
の

動
き

は

国

民
所
得
の

そ

れ
と

歩
調
を

合
わ

せ
て

い
る

が

そ

の
他．

の

投
資
の
変1

加率及び平均成長率からの乖離．
／

年　次

1930

1931

1932

1933

1934

1935
1936

1937

1938

1939

1940
1941

1942

1943

1944

1945

1946

1947

1948

1949
1950

1951

1952
1953T

1954
1955

1956
1957

1958

1959

各年の成長牽

　　　　　％、

△
△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

21，3

32．7

40．3．

4．6

35，6

34．4

36．6

13．4

30．7

18．0

29。1

17．3

41．0

6。7

33，3

38。4

26。5

34．7

4．9

13．0

7．5

3，5

1．1

3．4

7．7

0．3

10．9

1，3

22．0

1L1

各10年期の
平均からの乖離

△

△

△

△

△
△

△

△

△

△

△

△

△

23．1

34．5

42．1

　2．8

33．8

32．6

34，8

11．6

32．5

16．2

16，71

　4．9

53．4

ig。1

20，9

26．0

14．1

22．3

　7．5

25．4

　7．0

　3．　0

　1．5
　2．　9

　8．2

　0．2

10，4

　1．8

22．5

10．6

全　期　間　の

平均からの乖離

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

26．2

37．6

45．2

0，3

30．7

29．5

31，7

8．5

35．6

13．1

24。2

12．4

45．9

11．6

28，4

33．5

2豊．6

29．8

　0
17，9

2，6

1．4

6．0

1．5

12．6

4，6

6．0

5．2

26．9

6，2

1930～　1939

丑940　～　1949

1950　～　1959

全　期　　間

各1・覇の「

平均成長率

1．8

12．4

0．5

4．9

7

註：附表1より算出
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　　　　　日本及びアメリカ忙おける経済循環の特質

（第5表）粗民間国内投資一建設の対前年増加率及び平

　　　　均成長牽からの乖離

年　次

1930
1931

1932

1933

1934

1935

1936
1937

1938

1939

1940
1941

1942

1943
1944

1945
1946

1947

1948
1949

1950
1951

1952
1953
1954

1955

1956
1957

1958

1959

各年の成長率

　　　　　％

△

△

△

△

△

△

△

△

△

19．0

44．1

47．4

20．0

12．5

22。2

27．3

50．0

23．8

　　0
25．0

30．0

38．5

31．3

36．4

53．3

117，4

16．O

l9．0

　4．3

　9．1

26．4

　4．4

12．5

　2．8

16．4

12．5

　5．6

　9．9

　　0

i各10年期の

平均からの乖離

△
△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

14．8

39．9

43．2

15．8

16．7

26，4

31，5

54．2

19．6

4．2

2．7

7．7

60．8

53．6

14．1

31．0

95．1

6．3

3．3

26．6

1．1

18．4

3．6

4，5

5．2

8．4

4．5

2．4

17，9

8．0

全　期　間　の

平均からの乖離

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△
△

△

27．7

52，8

56．1

28．7

　3．8

13，5

正8．6

41．3

32．5

　B，7・

16．3

21．3

47．2

40．0

27．7

44．6

108。7

　7．3

1α3L

13．0

　0．4

17．7

　4．3

　3．9

　5．9

　7．7

　3．8

　3．l

l8．6

　8．7．

1930～　1939

1940　～　1949

1950　～．1’959

全　期　　間

各10年期の

平均成長率

△ 4．2

22．3

8．0

8．7

註：附表1より算出
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日本及びアメリカにおける経済循環の特質

（第6表）粗民間国内投資一住宅（非農業）の対前年増

　　　　加率及び平均成長率からの乖離

年　次

1930
1931

1932

1933

1934
1935

1936
1937

1938

1939
1940
1941

1942

1943

1944
1945

1946

1947

1948

1949
1950
1951

1952
1953

1954
1956

1956
1957
1958

1959

各年の成長率

　　　　　％

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

41．4

　1．7

50．0

25，0

22．2

59．1

48．　6

　9．6

　1．8

32。8

　7．8

　8。4

54．4

51．2

15．　0

23．5

295．2

32．5

18．2

　1。5

38。3

25．7

　0。7

　6．2

13．0

18．3

10．6

　5。4

　5．7

20．5

各10年期の
平均からの乖離

△

△

△

△

△

△

△

△

△
△

△

△

△

△

△

△

△

△

47．0

　7．3

55．6

30。6

豆6．6

53．5

43。0

　4．0

　3。8

27．2

18．6

18．0

80．8

77．6

4L4
　2，9

268．8

　6。1

　8。2

27．9

32。3

31。7

　6。7

　0，2

　7。O

l2．3

16。6

11．4

　0．3

14．5

全　期　間　の

平均からの乖離

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

54．1

14．4

52．7

37．7

　9．5

46．4

35．9

　3．1

’10．9

20．1

　4．9

　4．3

57．1

63．9

27．7

10．　8

282．5

19．8

　5．5

14．2

25．6

38．4

13．4

　6．5

　0．3

　5．6

23．3

18．1

　7．0

　7，8

各10年期の

平均成長率

1930　～　1939

1940　～　1949

1950　～　1959

全　　期　　間

5．6

26．4

6．0

12．7

註：附表1より算出
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　　　　　　　　　　　　　　　　日本及びアメリカにおける経済循環の特質

（第7表）粗民間国内投資一企業在庫変動の対前年増加　 かい抱／s大
　　　　報び平均成長獅らの乖離　　　扉蠣募

年　次

1930

1931

1932

1933

1934

1935

1936

1937

1938

1939

1940
1941

1942

1943

1944

1945

1946

1947

1948

1949

1950

1951

1952

1953

1954

1955

1956

1957

1958

1959

各年の成長傘

　　　　　％

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

　2，000。0
△　　190．5

△　307．8
　　　40．5

△　　73．9

△　　72．4
△　　375．0

△　400．0
△　　24．2

△　　62．0

△　　321．1

△　　192．9

117．　6

316．7

160．0

32．3

43．2

196．0

　0，3

65．6

143．4

152．2

308．3
95．　9

59．4

105．1

900，0

40．0

460．7

98，0

1930　～　1939

1940　～　1949

1950　～　1959

全　期　　間

各10年期の

平均からの乖離

△　　103，4

　　330．9
　　174．2
△　　18．1

△　　29。0
△　　181．8

　　　14，5
　　　79．8
△　　129．2

△　　138．　0

　　　70．5

△　　141．9

△　　297．2

△　342．9
　　552．2
△　　197．8

△　　698．6

△　335．・8

　1，762．2

△　428．3
△　　128．9

　　219．4
　　105．　0

　　106．5
△　　196．1

　　221．1
　　154．7
　　116．9
△　　142．2

△　　14．0

全　期　聞　の

平均からの乖離

　　132．5
　　301．8
　　145．1
　　　47，2

　　　58．1

　　210．9
　　　14．6
　　　50。7

　　158．3
　　167。1
　　293。4
　　　8！．0

　　　74．3

　　120．0
　　885．1
　　　25。1

　　475．6
　　112．9
　1．985。1

　　205．4
△　322．7
　　　25．6

△　　88．8

△　　87．3

△　389．9
△　414．9
△　　39．1

△　　76，9

△　336．0
△　207．8

各10年期の

平均成長率

△

△

14．2

237．8

178、9

14。9

註：附表1より算出
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日本及びアメリカにおける経済循環の特質

（第8表）個人消費支出の対前年増加率及び平均成長率

　　　　からの乖離

年　次

1930
1931

1932

1933

1934
1935

1936
1937

1938

1939

1940
1941

1942
1943

1944
1945

1946

1947

1948

1949

1950
1951

1952

1953

1954

1955
1956

1957

1958

1959

各年の成長率

　　　　　獣

△
／△

△

△

△

△

6。0

3，1

9，0

2．4

5．2

6。2

10．2

3。6

L7
5。6

5．4

6．7

23
2。6

3。5

7．O

l2．2

1．7

1，9

2，　6

6．2

0．8

2．6

4．8

L3
7。　6

3．2

2．5

1．0

5．3

各10年期の

平均からの乖離

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

6．9

4．0

9．9

3．3

4．3

5。3

9。3

2。7

2。6

4．8

1。3

2．6

6。4

1。5

0，6

2．9

8，1

2、4

2．2

】．5

2。7

2。7

0．9

1．3

2．2

4，i

O。3

1．ρ

2．5

1．8

全　期・間　の

平均からの乖離

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

8．8

5．9

11．8

5．2

2．4

3．4

7．4

0。8

4．5

2．8

2．6

3．9

5。1

0，2

0．7

4．2

9．4

1．1

0．9

0。2

3。4

2．0

0．2

2，0

1．5

4．　8

0。4

0．3

1．8

2．5

各10年期の

1平均成麟

1930　～　1939

1940　～　1949

1950　～　1959

全　期　　間

　　0．9

‘　　4．1

　　3。5

　　2．8

註：附表1より算出
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　　　　　　　　　　　　　　　　日本及びアメリカにおける経済循環の特質

（第9表）財貨及びサービスの政府購入の対前年増加率’し政　民独

　　　　及び平均成長勒ら瞬離　　　醐盗瀦

年　次

1930

1931

1932

1933

1934
1935

1936

1937

1938

1939

1940
1941

1942

1943

1944

1945

1946
1947

1948

1949

1950

1951

1952

1953
1954

1955

1956

1957

1958

1959

各年の成長率

　　　　％

△

△

△

△、

△

△

△

△

△

△

10．3

　5，7

　5．0

　2，9

14．1

　1．1

15．9

　3．4

11．1

　4，6

　3。3

53．1

110．1

37。7

10．4

13。8

66．5

15．4

13，韮

12．2

　4。4

40．3

22．8

　8．4

10．7

　2．7

　1．2

　3．9

　4．4

　3．2

各10年期の全期間の
平均からの乖離1平均からの乖離

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

5．0

0．4

10．3

8．2

8．8

4．2

1L6
8，7

5．8

0．7

11．1

38．7

95．7

23．3

4．0

28．2

80，9

29．8

1．3

2，2

10．　8

33．9

16．4

2．0

17．1

9．1

7．6

2。5

2．0

3．2

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

　1．6

　3，0

13．7

11．6

　5．4

　7．6

　8．2

12．1

　2，4

　4．1

　5．4

44。4

101．4

29．0

　1．7

22．5

75．2

24．1

　4，4

　3．5

13．1

31，6

14．1

　0．3

19，4

11．4

　9．9

　4．8

　4。3

　5．5

各10年期の

平均成長率

1930　～　1939

1940　～　1949

1950　～　1959

全　期　間

5．3

14．4

6．4

8．7

註：附表1より算出
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日本及びアメリカにおける経済循環の特質

（第10表）　　　財政収入及び財政支出

会計年度 財政収入
単位10億ドル

1946

1947

1948

1949

1950

1951

1952

1953

1954

1955

1956．
1957

1958

1959

1960

1961

39，771

39，786

41，488

37，696

36，495

47，568

61，391

64，825

64，655

60，390

68，165

71，029

69，117

68，270

78，600

84，000

財政支　出
総　訓表灘家安全

60，448

39，032

33，069

39，507

39，617

44，058

65，408

74，274

67，772

64，570

66，540

69，433

71，936

80，697

78，383

79，815

43，176

14，368

11，771

12，908

13，009

22，444

43，　976

50，363、

46，904

40，626

40，　641

43，27・1

4先’42 1
11：1：1

45，568

財政黒字又は赤字

△

△

△

△

△

△

△

△

△

20，676

754

8，419

1，811

3，122

3，510

4，017

9，449

3，ll7

4‘180

1，626

1，596

2，819

12，427

217

4，184

出所：日本国連本部編くアメリカの経済成長〉

さるこてつ同方　割点り一赤もと政十く
とこの振゜時指消合に切方字うし策表あ
はとこ幅とに向費がありで財一てがから’

をとがこそに支上る策不政つ機いらわ
元意は減うれ反出昇゜と況政の能わ判れ
来味ピ少では作とし五し．の策特しゆるて
内す1し国不用財て十て結が徴てるよい、
的るクつ民況し政来年財果行とい赤うる
連がとつ所のて支て代政歳なしる宇にQ
関’ボあ得低上出いに支入わてこ財財戦
をピトるののにはる入出のれ云と政政後
も1ム傾動下持’こつを減るえのにはのつクの向き支ちいとて増少点る一よ赤財
もの開がをえ上つもか大がでこつる字政
の高き先みとげれ大らさああとの有基支
とさがにるしるもき国せりるはあ効調出
考とち指とて作民な防ね’°’ら需でを
えボぢ摘’の用間特費ば他こ不わ要あみ
らトまさ全役を投徴のな方の況れ創るる
れムつれ体割も資で占ら不原ので出゜と
るのてたとをつのあめな況因翌あ政財’
③深い゜しもが下るるい乗は年る策政第0　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　0　　　　　　　　　　　　、　　　　　 O
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日本及びアメリカにおける経済循環の特質

マえれい　し的　イれし
ル方にるハたにヒナてて
クは対゜ロが独ツスい不
の恐てnドて投ス成投の
云慌’ツも内資は長資均
うは回ドヒ生のこ率を衡
周つ復はツ的拡れを下状
期ねのこクに張にも廻態
的にきれス’に対たるに
恐一つをも又求しら゜お
慌大かマ’はあ’すかい
の新けイ共自て不よくて
物投を’ナに律い況うても
質資資ス有的るのな資マ
的の本の効に⑤底投本イ
基出設成需’°を資スナ
礎発備長要不こ’行トス
を点の率の況の粗動ツの
不を更に側の独投をク成
当な新も面底立資企の長
にすにと’か投が業不率一一・一一・／f

求づすら資減が足が
般とめくな上は価・とが支
化いる貯わ昇’償る発配
しう考蓄ちへ不却と生し
たマえ量何転況以いし’°

ルがのらずの下／ う’所
だクあ減かる経に保沈得
がス覧少の必過は証滞水
　　　に投然と下はは準この
の見い’資性はり何回が
理解わヒがは全得ら復低

ス〃しハツつ立クのる況1

（第11表）

国防費の占める割合

会計年度

1946

1947

1948

1949

1950

1951

1952

1953

1954

1955

1956

1957

1958

1959

1960

’1961

財政支出中主要
国家安全保障費
の占める割合

　7L4％
　36．8
　35．6
　32．4
　32．8
　50．　9

　67．2
　67．9＼

　69．4
　62．9
　61．・1

　62．3　『

　6i．4
　57．5
　58，2
　57．1

　⑦循資る
設゜環のこ
備だの独と
のが理立か
耐再論的ら
久投⑥な回
性資で増復’

循あ加の
更環るに原
新のが求因
期理’めを
間論こた求’

はの
゜

あ

し’考こて

出所：日本国連本部編

　くアメリカの経済成長〉

論にゆツ貯なくな存さ下額投ドか　　　　　　　　　　　　　　　　しその由るク蓄い独い在れすが資には不てれ
欠来再スを゜立としるる貯とよ’況お故
陥す投は上　　　　　　にいな④が蓄最れ論のくこ
嫉る資投廻　外・うい゜故量大ば者ボ必こ

生限
的界
にに
与求
えめ
ら

’

れ更
たに
も回
の復
では
あ’
る積
B極

ノ

e

だに1に可’に1・要で
が貯一能不よムがボ
不蓄致な況りがあト
況はしマの意何るム
の低たイボ見に゜の
均下時ナトをよ成衡しにスム異つ分状’達のはにて　に’
態k成投’すも　つ
に定さ資長る㌧た　い
おにれ量期゜ら　て
い維るとのハさ考て持゜の独ロれ察マ，さそ差立ツる　を
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日本及びアメリカにおける経済循環の特質

て割よは共う好費し限ちこ　ス好さのた
循をり下に゜況にて度投く以の況せみが
環果’り好同期関∫政の資大上説期てにつ
のすご得況じのす府支のざのとか考よて
振゜れな期よ国るの出最つよはらえつ更
幅しよいにう民ラ財で・低ぱう相活たて新
がたりとおに所チ政あ限にに容況に決需’
縮が高いけ好得工支る界種’れ期しま要
少ついうる況’ツ出がと々不なにてるの

・しての意資期生トが”の況いかもの到つ’ が味本の産工挙こ消要のこけ’で来
つ他普の蓄資量フげれ費因底とて固はを
あの通ボ積本のエらはのを及にで定な固
る要でトの蓄水クれ旧最かびなあ資く定
と因あム近積準トる設低か回るる本’し
いにろで似が’を゜備水げ復⑧こ投競’

　　　　　　　　　　　　　　oうようあ的大広想この準るに
事る゜りなでく起れ更で以関
実不が’函あ云すら新あ外し
は況’現数るつるののるにて’

のと実と程てこ水た゜な’
ピ底もの考’経と準めこいこ
1のか不えボ済ががのの゜れ
クもく況るト活便ど支うボを
のちものこム動利の出ちト内
成上好底とに水でよと前ム生
長げ況はがお準あう同者の的
よが期’出けがるに一は成に
りなに他来る高゜あで’分説
もけおのる投い消るは資は明
ボれけ要゜資程費かな本つす
トばる因だ支　’ががい設きる

成トの例こ大ムにトし維こは
長ム鈍えことにおムて持ろい
がは勢ばになおけのこの為ま
高もは技云るける深れた効の
いち’術う゜る最さにめ需と
こ上そ進ボし消高を加に要こ
とがれ歩トた費所規え’のろ
をらだ’ムがの得定る企最見
意なけ財とづ最にすに業低当
味い不政はて低依る’者限ら
す゜．況金’こ水存゜一が界な
るアの融全の準す我応必でい
゜メ底政く二もる々外要あ゜
そりを策そつ高とは生とるし
れ力低等れのいすご的す゜た
欝籍碧L雫蕎募it与諾震芸奄
政い役ににはろ’消と低わて

と資争他
にはのの
な事度要
る実合因
゜好’か
も況利ら
し期潤独
そに動立
う増機さ
だ大等せ
としのた
す活作点
れ況用に
ば期にあ’

に影る　・
恐集響゜
慌、中さ設
がすれ備
一 るるが
大が゜い
新故更つ
投にに更・
資”新の大設さ
出量備れ
発ののる
点更更か
を新新は、
なが期’
すな間そ
とさをの
いれ十物
うる年理
マのと的
ルは固生
ク’定命
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日本及びアメリカにおける経済循環の特質

（オ2図）

B

一 ばで資のに
般’論資利関次ろ

あはるう投動出財進　　　　　　　　支’° な資はに政展こ出
に個じ金潤しにう上も独支遠関支がれ等
好人てが’て’
況貯い企内重ア
期蓄る業部要メ
にがのの蓄とリ
増安で内積思力
大定こ部はわ経

　し的こ蓄ほれ済
　’でで積ぼるの
不あはか安の動
況る省ら定はき
期の略ま的’を
ににすかで投民
下対るな下資間

・ 落し゜わ方が企
す’これ硬全業

　る企のる直般の
　゜業場’的的投
　ア貯合いでに資
　メ蓄投わあ下活
　リは資ゆる方動
　力利資るこ指と
の潤金自ど向の
民のの己でを関
間変供金あも係
貯動給融るつで
蓄に源傾゜てと

　中応と向アいら
企じなのメるえ
業てる増リのて
貯増貯大力にみ
蓄減蓄は経対よ

　のすに’済しう
　占るつすに’°
　め゜いでお民こ
　るそてにい間の
～割れ云別て企問
合・はえ稿投業題

゜

向し占出いし咄景まに
き’のを将’の気でよ
のか進続来そ他ののる
趨か展行にのに底議不
勢るにす向趨技を論況
を独伴るけ勢術もでの
も占な傾て的進ちは底
つのう向行変歩あ’の
た投長がな化がげ技も
減資期生わに附る術ち
衰活投ずれ注加こ進あ
振動資るる目さと歩げ
動及活し゜しれはにが
かび動’しなる多よ作
ら政は又たけ゜言る用

　’府不そがれ更を景し
定の況のつばに要気た
常財の資てな’すのと
水政底本目ら我ま上見
準支を力先な々い昇倣
を出高かのいは゜力さ
めがめら不゜先しのれ

　ぐな’云況独にた問る
るいピつに占あが題゜
減なiてものげつを
蓑らクそ拘進たて無
振ばとれわ展不ボ視
動’ボがらと況トし
にアト可ず共のムて
移メム能独に底の来
行リので占’に上た

　し力幅あ企企お昇一゜
てのをる業業け要技

　し経縮゜はのる因術
ま済少こ長投投と進

　う循さの期資資し歩
で環せよ的活支ての

　　　　　　1　　　　　、

　　　　　　　　　16
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日本及びアメリカにおける経済循環の特質

（第12表）民問貯蓄中粗企

業貯蓄の占める割合

年次

藍929

1930

ig31

1932

1933

1934

1935

1936

1937

1938

1939

1940

1941

1942

1943

1944

1945

1946

1947

1948

1949

1950

1951

1952

1953

1954

1955

1956

1957

1958

1959

粗企業貯蓄

の占める割合

73．2％．

72．1

67．5

135．O

l36．8

38．0

75．0

64．4

67：　8

87．6

74．1

71．2

50．9

33．7

33。1

31．7

35．，2

49．4

80．1

70e7

76．5

68．7

64．0

63．6

63．4

65．3

70．6

65．1

66．1

65．2

68．5

出所：前掲くアメリカの経

　済成長〉より算出

・下こ産に資とにあ占に
ア落の物よ金を安るめづ
メをこのりの意定゜るい
リ支と実’調味しこ割て
カえも現生達すてれ合み
のてア’産をる居らがる
経いメすにも　゜りの大と
済るりな寄つそ’期き’変　こ　カ　わ　与　ば　れ　好　間　く　一

動と経ちすらを況をあ九
はを済有る内可不除ら四’

示が効よ部能況いわ○
減す供需り資ににてれ年
哀
振
動
型
で
あ
佼

上
昇
圧
力
は

弱
く

景
気
の

起
動
因

た

る’
投
資
は

下
方
指
向

型
を

不
9

政
府
の

給要は金し応もて代
過の’にてず’いま
剰創む依いる企るで
傾出し拠る変業のは
向のろすの動貯はこ
に側政るはの蓄’の
あに府結価幅の大動
つ用証果格は変不き
てい券’の小動況が’

らの銀下さ割期著
政れ引行方い合でし
府る受資硬゜は個く
に゜け金直こ大人大
よこには性れき貯きるの用過ではい蓄か’
有傾い剰あ企゜がつ
効向らとり業一マた
需はれな’が九イ゜
要三一」る管沈五ナた
創・○政　Q理㍉滞○スだ
出年府こ価傾年にし
に代のの格向以あ一
よ後財過のの後ら九
り半政剰設中はわ三’

か支な定で’れ二
景ら出資がもおた年
気徐の金そ安よ為か
の々一はの定そでら
もに部企原的六あ三
ち高と業因利五り四
あましにで潤％’　　　　　　　　年
げって貸あをかこま
をて’付る獲らので
行い生け゜得六期企
なる産ら企し六間業
い゜さ・れ業て％は粗
な　れるがいを例貯
が　たこ投る中外蓄
ら　生と資ζ心で、の
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日本及びアメリカにおける織斉循環の特質

’v　　い加項て呼て
’ss　　と速目’　　　　　　　ぷい

　　　　はとム覧間

　　　　　　　て財
④　③　②　①い政

穿三鑓毯よ墓ぞ
母五済原は日々総底

まりの
る方全
こが体
と異の
がな平
篠る均
原゜額
養奮
平　 の

氏　割
に　合
よ　を
つ　出
て　 し

指　た
摘　も
さ’　の
れ　で．
て　あ

力1鶏
ア・は
メ　必
リ　ず
カ　 し

企
業
は

．政

府
の

干
与
を
媒
介
と

し

て

安
定
的
な

利
潤
を

（第13表）

期未

1929

1930

1931

1932

1933

1934

1935

1936

1937・

1938

1939

1940

1941

1942

1943

1944

豆945

1946

1947

1948

1949

1950

1951

1952

1953

1954

1955

1956

1957

1958

1959

貸付及び投資総額「投資額中アメリカ

中投資の占める割政府証券の占める

合　　　1害拾
　　　　i

22．7

29．4

35．0

39．6

46．1

52。0

57．9

58．3

55．2

57．6

57．5

57．2

59．2

71．5

77．6

79．6

79．0

72．7

67．2

62．8

64．2

58。7

56．5

54．7

53．．6

54．7

48．7

45．3

44．8

47．0

4L4

35．8

34．7

38．2

43．4

56．6

60．6

66。6

66．2

67．0

67．7

・ 69．7

70．9

、75．2

85．9

90．6

92．5

92．5

90．2

88．5

87．2

86．8

84．7

32．1

81．7・

81．2

8α9

78．7

78．3’

76．4

・76．3

74．2

獲　出所：前掲くアメリカの経済成長〉
得
し

18



日本及びアメリカにおける軽済循環の特質

高　　　　　　　　 見　　 s

度こ（五）　（西）（三｝（二）←う解こ二

成の　　　　　　　 とれ　’

長う全種こ変実成思ま日
とち体のれ動質長わで本
い←）と強ま要産率れ日に
う口し制で因出がる本お
認日て振上の高高も経、け
識が貯動昇中のいの済る
、で表蓄①ので絶たをの経
あ面性で限は対め列循済
り上向あ界在的’挙環循
　’にはるを庫減変しと環
日あ高
本らく
経わ　’
済れ高
のた貯
循形蓄
環態率
とでで
成ああ
長りる
に四　゜
関伍）

すは
るか
分か
析る
は形

．’

態

高を
度も
成た
長ら
をし
もた
た性
ら格
しで1
たあ
理る
由　゜

と共
’

通

そに
れ云
が、え

もる
たこ
らと
しは

な変少動て成．の
し動ががみ長形
たが殆．トよに態
の大んレうつ
　　　　　oはきどン’
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国あ当の
際らら中
収わなに
支れい埋
のてが没
壁い　’し
でる増てあ

Q

金
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　　　　　　　　　　　　　　　　日本及びアメリカにおける経済循環の特質

（第14表）実質国民所得の対前増加率及び平均成畢率か　率七に　た

　　　　らの乖離　　　　　　　　 が年関ま結

年　次

畳930

1931

1932

1933

1934

1935
1936

1937

1938

1939
1940

至941

1942

’1943

1944

1945

1946

1947

1948

1949

至950

1951

1952

1953

1954

1955
1956
1957

1958

各年の成長率

　　　　　％

△

△

△

△

2．5

2，4

2．3

3．8

5．1

3．5

9．5

1．6

5，6

4．2

3，7

3．6

　0
4，3

6．0

11，7

11．6

11，8

11．0

9．7

5．9

2．8

19．0
8，8’

6．8

5．9

各10年期の全期間の
平均からの乖離平均からの乖離
　　　　　　L

△

△

△

△

△

△

△

△
△

△

△

△

△

1．2

1．3

1．4

0．1

L4
0．2

5．8

5．3

1．9

6．8

1．1

6。2

2．6

6，9

3．4

9．1

9．0

3．6

2．8

1．5

2．3

5，4

2．7

0．6

1．4

2．3

△

△

△

△

△

△

△

△
、△

△

△

△

2．3

2．4

2．5
1．』 0

0．3

1．3

4。7

6．4

0。8

9．0

1．1

8。4

4．8

9。l

l，2

6．9

6．8

7．0

6．2

4．9

1．1

2．0

6．1

4．0

2．O

l．1

1930～　1939

1940　～　1949

ig50　～　1958

全．期　間噛

各10年期の

平均成長率

3．7

2．6

8．2

4．8

註：附表2より算出
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日本及びアメリカにおける繍循環の特質

（第15表）生産者耐久施設の対前年増加率及び平均成長

　　　　牽から乖離

・年　次

1930
1931

1932

1933

1934
1935

1936

1937

1938
1939

1940
1941

1942
1943

1944
1945
1946
1947

1948

1949

1950
1951

1952
1953

1954

1955
1956

1957

1958

各年の成長牽

　　　　　％

△

△

△

△

△

△

△

31．3

122．7

58．9

23．8

　1．3

　8。1

47．4

35．7

20。3

16．7

　3．0

91．4

25，0

　0．3

　0，6

28，8

12．7

29．1

29．0

14．0

　5，0

　5．7

　1．1

69．3

21．0

　2，6

各10年期の
平均からの乖離

△

△
△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

63．2

90．8

27．0

8．1

30．6

23，8

15．5

3．8

11。6

1L2
2．5

85．9

3．　05

5．2

6．1

34．3

18．2

11，3

11．2

3．8

12．　8

23．5

16．．7

51，5

3．2

20．4

全　期　間　の

平均からの乖離

．△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

46．8

107．2

43．4

　8．3

14．2

　7．4

31．9

20．2

　4．8

32．2

．18．5

106．9

　9．5

15。8

14．9

13．3

　2。8

13．6

13．5

　1．5

10．5

21．2

14．4

53．8

　5．5

18．1

1930　～　1939

1940　～　1949

1950　～　1958

全　　期　　間

各10年期の

平均成長率

△

一31．9

　5，5

17．8

15．5

註：附表2より算出
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日本及びアメリカにおける経済循環の特質

／

（第16表）在庫品増加の対前年増加率と平均成長率から

　　　の乖離

年次

1930

1931

1932

1933

1934

1935

1936
1937

1938

1939

1940
1941

1942

1943

1　94・4

1945

1946

1947

1948

1949

1950
1951

1952

1953

1954
ig55

1956

1957

1958

各年の成長率

　　　　％＿

△

△

△

52．2

　0
　0

26．7

21。5

55．3

51，7

11．3

30．3

8．2

50．8

66．6

57．9

17．2

64．4

27．0

23．1

75．3

32。3

3．7

36．1

71．0

47．8

34．1

92．2

各10年期の
平均からの乖離

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

37．8

14．4

1生4

12．3

7．1

40．　9

66．．1

3．1

13．4

8，7

33．9

83．5

41．　0

0．3

47．5

43．　9

0．5

52．7

54．9

26．3

58．7

48．4

25．2

56．7

69．6

全期間の
平均からの乖離

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

34．l
lsL　1

18．1

8．6

3．4

37．2

69．8

6．8

12．2

9．9

32．7

84．7

39．8

0．9

46．3

45．1

5．0

57．2

50．4

21．8

54．2

52．9

29．7

52．2

24．1

各10年期の

平均成長率

1930　～　1939

1940　～　1949

1950　～　1958

全　期　間

14．4

16．9

22．6

18．1

附表2より算出
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日本及びアメ肋ゆける繍循環の顯

（第17表）個入住宅の対前年増加率及び平均成長率から

　　　　の乖離

年　次

1930
1931

1932
1933

1934
1935

1936

1937

1958

1939

1940

1941

1942
1943

1944

1945
1946
1947

1948
1949

1950
1951

1952
1953

1954

1955’
1956

1957

1958、

各年の球長率

　　　　　％

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△’

△

42．8

90．8

7．0

3．3

2。9

4．0

78。4

53．1

25．2

30．2
8．1

4．3

0。7

39．l

l7．6

19．4

35．4

59．4

1．2

30。7

23．5

3．　0

7．4

21．6

17，2

11．5

各10年期の
平均からの乖離

△

△

△

△
△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

51．8

81．8

16，0

12．3

11，9

！3．0

69．4

62．l

l6．2

35．1

13．0

0．6

4．2

34．2

12．7

24．3

30。5

40．2

20．4

11．5

4．3

16．2

11．8

2．4

2．0

7，7

全　期　間　の

平均からの乖離

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

51．0

82．6

15。2

11。5

11，1

12．2

70．2

61．3

17．0

22．0

0．1

12．5

8．9

47・，3

25．8

11．2

43．6

51．2

9．4

22，5

15・3．．

5．2

0．8

13，4

9，0

3．3

1930，～1939’

1940　～　1949

1950　～　1959

全　期　間

各10年期の

平均成長率

　　　19．　0

△　　　4．9

　　　19．2

　　　8．2

附表2より算出

23

も

云
いレ

難
Ve

こ

む

は

後
に

述
べ
る

さ

つ

に

外
部
圧
力
に・

よ

る

強
制
振
動
で
あ

る

こ

と

々
り

生
じ

た
生

季
え
覧

の

振
幅
に

つ
い

て
多
く

語
る

こ

と

が
出

来
な

免

だ
が
同

時

確

ζ

易

塞

薔

禦

ζ

嚢

儀

鍾

塾

に

お　次
い　に

て岳
実　目
質　の
量　振
の　幅
上　を
で　み
の．る

肇ζ
こ　　ピ

み　1
は　ク
皆　と
無　ボ
で　　ト

あ　ム

ボ　に
ト　つ

ム　い

生て
云　明
つ　瞭

て’な
も　特
横　徴
這　は
易こ書

弱　れ
い　な
嚢し）

に　国
よ　民
つ　所

ig得
不
さ　設
れ　備
る　投
が　資
故　等

には
　　戦
そ　後

れ
以
後

漸
減

す
る

傾
向

は

明
瞭
に

検
出

さ

れ
な

し哲



N

／

（第18表）

　国　民　所　得

日本及びアメリカにおける経済循環の特質

A
B

C
D
E

周　　期

1930～1937

1938～1944

1946～1950

1951～1954

1955～1958

e°・一・ク

1937

1939

1950

1954

1958

ボトム

1931

1944

1946

1951

1955

期間平均
額
単位10億
円

13．7

16．2

10．7

17，2

22．9

上方乖離

2．5

0．6

3，3

1，2

下方乖離
偏　差　率
ピーク　ボトム
　　％　　　　％

△

△

△

△

2．2△

1．2

0．8

2．4

1．8

2．5

18．2△　　8．8

3．7△　4．9

30．8△　　22．4

7．，0△　－10．5

9．6△　 10．9

国内民間総資本形成 個人住宅

　　単位100万円

A
B

C
D
E
F

1930～1936

1937～1941

1942～1946

1947～1950

1951～1953

1954～1958

lg32

1937

1942

1950

1953

1958

1931｛

19381

鵠
19：1

194

247

235

221

319

536

33

92

33

26

75

155

△

△

△

△

△

△

75

88

73

66

75

130

17．0∠＼・　38L　7

37．’2△’35．6

14r．0△　　 31．1

11．8△　 29．9

23．5△　 23。5

28．9△　 24．3

国内民間総資本形成 生産者耐久設備

　　　単位100万円

A

C
－ D
E

1930～1934

1935～1939

1940～1944

1945～1952

1953～1957

1934

1939

1940

1952

1957

1931

1935

1942

1946

1954

　900
2，667

－1，546

1，448

3，　224

　663

1．439

1，874

　923

1，653

△　543

△1，083

△1，262

△　593

△　876

73．7

54．0

12．0

63．7

51．3

△　60．3

△　40．6

△　81．・6

△　41．0

△　27．2、

国内民間総資本形成　　在庫品増加

　　　　　　　　　　　　単位100万円

A
B－

C
D
E

1930～1937

1938～1942

1943e）1948

1949～1951

1952～1956

1937

1942

1948

1951

1956

1932

1938

1943

1949

1954

　580

1，071

　817

1，319

1，705

898

619

418

626

339

△

△

△

△

△

580

357

252

417

896

154．8

67．1

51．2

47．5

19．9

△　100
△　33．3

△　30，8

△　31．6

△　52．6

附表2より算出

24



日本及びアメリカにおける経済循環の特質

（第19表） 国　の　歳　入・歳　出

会

計

年

度

1929

1930

1931

1932

1933

1934

1935

1936

1937

1938

1939

1930

1941

1942

1943

1944

1945

1946

1947

1948

1949

1950

1951

1952

1953

1954

1955

1956

1957

1958

昭和
　4

　5

　6

　7

　8

　9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

．27

28

29

30

31

32

33

歳 ’入

般』

会
計

租印裏

雛
税入金

単位10億円

　　　　18

　　　　16

　　　　15

　　　　20

　　　　23

　　　　22

　　　　23

　　　　24

　　　　29

　　　　36

　　　　50

　　　　64

　　　　86

　　　　92

　　　140

　　　210

　　　235

　　1，189

　2，145

　5，080

　7，586

　7，168

　8，955

10，788

12，190

11，851

11，264

12，325

13，999

14，537

　　　12

　　　fl

　　　lO

　　　　g

　　　lO

　　　ll

　　　12

　　　14

　　　18

　　　23

　　　29

　　　41

　　　48

　　　74

　　　98

　　129

　　116

　　374

1，896

4，477

5，364

5，709

7，231

8，430

9，425

9，341

9，324

10，868

12，018

特
別
会
計

　　　36

　　　32

　　　42

　　　50

　　　60

　　　60

　　　86

　　　104

　　　132

　　　159

　　　197

　　301

　　　390

　　559

　　698

　　829

1，908

4z　191

11，443

18，395

20，921

14，001

13，500

14，815

16，　601

18，799

22，315

23，762

30，585

純

計

43

38

47

55

62

63

90

109

143

126

169

220

313

495

1，624

4，llg

l1，168

17，188

21，029

18，666

20，625

22，598

22，903

24，280

26，569

29，085

30，123

歳 出

　
般
会
計

　　　17

　　　16

　　　15

　　　20

　　　23

　　　22

　　　22

　　　23

　　　27

　　　33

　　　45

　　　59

　　　81

　　　83

　　126

　　199

　　2，15

1，152

2，058

4，620

6，994

6，333

7，498

8，739

10，172

10，408

10，182

10，692

11，877

特
別
会
計

Ll3・315

純

計

　　　31’　　40

　　　27　　　35

　　　36　　　43

　　　44　　　51

　　　52　　　57

　　　52　　　58

　　　77　　　84

　　　84　　　92

　　　117　　131

　　　144　　　123

　　　174　　157

　　277　　229

　　356　　320

　　506　　475

　　649

　　284　　　－

　1，782　　1，535

　3，725　　4，050

10，096　　10，386

17，573　15，739

19，000　18，129

12，751．　16，014

12，136　17，280

13，335　19，192

15，220　20，086

17，266　21，689

20，075　22，839

21，393　24，630

28，028．26，361

分す一臨

蛋る撃

民、計費

所　｝
得　の
に　比
対　率％

13．3

14．1

17．3

18．2

16．5

15．3

14．7

25．2

40。5

38、2

41．4

52．0

70．5

96．7

1、64．0

31．9

21．3

23。6

25．6

18。7

16。6

17，2

17．7

17、3

15。2

14．2

14．5

15．8

出所：一橋大学経済研究所編く日本経済統計〉
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（第20表）

　　　　　　日本及びアメリカにおける経済循環の特質

通　　貨　　流　　通　　高

会計年度
通　貨　総　量

｛

現金通貨
当座預金

　　昭和

1929　4

1930　5

1931　6

1932　7

1933　8

1934　9

1935　10

1936　11

1937　12

1938　13

1939　14

1、940　15

1941　16

1942　17

1943　18

1944　19

1945　20

1946　21

1947，22

1，94823

1949　24

1950　25

195126

1952　27

1953　28

1954　29

1955　30

1956　　31　tt　、

1957　’32、

1958　33

単位100万円

　　　2，734

　　　2，496

　　2，274

　　2，198

　　2，422

　　2，591

　　2，661

　　2，824

　　3，337

　　4，128

　　5，244

　　6，9751

　　8，779
　　．10，　915

　　13，　773

　　20，　038
　　　　　「
　　41，176

　t85，573

　202，339

　390，605

　517，344

　600，　826

　766，005

　992，969
　1，q79，368

　1　096，098

　1，242，699

　1　594，124

　1，801，877

　1，917，785

成　長 率
％

△

△

△

　8．7

　8．9

　3．3

　10．2

　7．0

　2．7

　6，1

　19．7

　22．2

　27，0

　33。0

　25．9

　24。3

　25．2

　45．5

105．5

107．8

136．5

　93．0

　32．4

　16，1

　27．5

　29．6

　817

　1．5

／13．4

　28．3

　13．0

　6．4

現金通貨

日本銀行券｛

補助貨小額
紙幣

預　金　通　貨

当座預金

　1，541

　、1，414

　1，327

　工，319

　1，390

　1，475

　1，526

　1，629

　1，846

　2，167

　2，674

　3，670

　4，806

　6，059

　7，887

12，995

31，219

53，046、

139，290

243，025

308，670

325，255

409，211

457，651

521，704

535，　063

545，641

597，025

667，641

700084

　　　／

　　1，193

　　1，082

　　　947’

　　　879

　　1，032

　　1，lI6

　　1，135

　　1，195

　　1，52＄

　　1，961

　　2，570

　　3，305

　　3，973

　　4，856

　　51　886

　　7，043

　　9，967

　32，527．

　63，049

　147，580

　208，674

　275，571

　356，794

　535，318

、557，664

　561，035

　697，058

　997，099

，1，134，236

1，217，701

　　　　1

当座預金
通貨総量％

　　45．6

　　43．3

　．41．6

　　40．0

、、
4♀．6

　　43．1

　　42．7

　　42．3

　　45，　4

　　47．．5

　　49．0

　　47，4

　　453

　　44．5

　　42．7

　　45．1

　　24．2

　　38．ol’

　　3J，2

　　37．8

　　40．　3

　　45．9

　　46．6

　　53．9

　　51．7

　’51．2

　　56：　1

　　62。5

　　62．9

　　63．5

出所：一橋大学経済研究所編く日本経済統計〉
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日本及びアメリカにおける経済循環の特質

（第21表）　通貨の流通速度

年　　次

昭和
1930　　5

1931　6
1932　　7

1933　8
1934　　9

1935　10

1936　11

1937　12

1938　13

1939　14

1940　15

1941　16

1942　17

1946　21

1947　22

1948　23

1949　24

1950　25

1951『26

1952　27

1953　28

1954　29

1955　30

1956　31．

1957　32

1958　33

通貨の所得流通速度

（1） （2）

5．55a

5．50

5．96

5．95

6．02

6．24

6．30

6。87

6，49

6．45

7。49

6．44

5，59b

6．64

8。30

9。09

9．16

9．57c

9．41

9．44

10．37

10．96

10．44

4．70a

4．62

5．14

5．12

5．06

5．41

5．49

5，50

4．84

4，95

5．91

5．13

4．25b

4．91

6．11

7．37

7．85

8．15c

7。93

7．78

8．41

8。75

8．52

全国銀行
当座預金
の回転率

単位回
85，2

94．2、

94。6

101．4

97．4

93．9

102。5

107．8，

86．2

81．9

76．9

127．8

153．3

171．7

175．7

165．7

173．1

226．1

234．7

222，4

379．6

381．6

備考　L （1）は総生産国民所得

（2）は純生産国民所得をそれぞれ分子

　　とする。

aEl］は（1930～41）歴年　 bl≡Pは（工94f6

～50）年度，c印は（1946～52）歴年数

字

○
表
Q・

判
る

通
り

通
貨
総
量
は

増
大
し

て

い
覧

そ

の

成
長
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時
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戦
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の
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ン

フ

レ

期
を
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き

ほ

ぼ

経
済
成
長
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ン

フ

レ
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つ
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口

i
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出所：一橋大学経済研究所編く日本経済統計〉
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（第22表）

　　　　　　　日本及びアメリカにおける経済循環の特質　ノ

全国銀行預金・貸出・投資

預金総額 貸出金総額 証券投資

昭和戦1・・万円単位1・・万円奉位1・・万円

1930　　　　5

1935　　　10

1940　　　15

1046　　　21

1947　　　22

1948　　　23

1949　　　24

1950　　　25

1951　　　26

1952　　　27

1953　　　28

1954　　　29

1955　　　30

　長期信用銀行

　都市銀行
　地方銀行
　信託銀行
1956　　　31

1957　　　32

1958　　　33

　長期信用銀行

　都市銀行
　地方銀行
信託銀”

　　　11，035

　　　12，910

　　　31，189

　　144，868

　　234，375

　　505，349
　　792，0i8

　1，048，564

　1，506，308
　2，223，820

　2，707，612

　3，036，687

　2，724，382

　　47，335

　2，407，354

　1，171，979
’

　　97，712

　4，764，265

　5，504，847

　6，484，265

　　73，484

　4，180，501
　2，047，4sgl’

　　182，550

　10，183　　　　　　　4，785

　　9，080　　　　　　6，564

　18，371　　　　　　14，948

　146，406　　　　　　58，899

　168，243　　　　　83，681

　381，347　　　　　117，033

　679，051　　　　106，146

　994，746　。　　　134，596

1，517，813　　　　175，926

2，128，022　　　　　236，054

2，671，286　　　　　328，284

2，911，968　　　　404，035

3，195，818　　　　　518，745

　324，086　　　　　　13，592

1，861，937　　　　　294，175

　922，875　　　　203，236

　86，918　　　　　　　7，772

4，066，199　　　　　659，067

5，024，456　　　　　795，803

5，812，942　　　　　972，054

　602，756　　　　　　45，742

3，455，443　　　　　564，404

1，582，478　　　　　339，671

　172，264　　　　　　22，236

貸出預金比
牽
貸出金総額

預金総額

投資貸出比
率

証券投資
貸出金総額

　％　　　死
　　　　　　　92．3　　　　　　47．0

70．　3　　42・　3

58．9　　　　　　81．4

101．1　　　　40，2

7L8．　　　　49．7

75．5　　　　　・30．7

85．7　　　　15．　6

94．9　　　　　　！3，5

10⑪．8　　　　1L6

95，7　　　　　　11．1

98．7　　　　　　12．3

95．9　　　　　　13．9

85。8　　　　　　16．2

684．7　　　　　4．2・

77．3　　　　　　15．8

78。7　　　　　　22．0

89．0　　　　8．9

85．3　　　　　　16．2

91．3　　　　　15．8

89．　7　　　．16．　7

820．3　　　　　　7，3　’

82．7　　　　　　16．3

77．3　　　　　2L5

94．　4　　12．9

出所：一橋大学経済研究所編く日本経済統計〉
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日本及びアメ

（第23表）

リカにおける経済楯環の特質

　　　普通銀行の’損益状況・｛

　　　　　一預金コストと利廻り一 （％、）

1930

1931

1932

1933

J934

1935

1936

1937

1938

1939

1940

1941

1942

1943

1944

1945

1946

1947

1948

1949

1950

1951

1952

1953

1954

1955

1956

1957

1958

昭和
　5

　6

　7

　8

　9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

預 金　　コ　ス　　ト

預金平均

利　　率

経　　費　　率

搬酬税金

3．924

3．725

3．842

3，409

＄．120

3。116

2．809

2．698

2．660

2，59U

2．530

2．513

2．476

2．481

2．454

2．187

1．688

1．635

1．758

2．305

2．485

2。975

3．188

3．011

3．341

3．543

3．664

4．090

4．245

1．220

1．227

1．285

1。276

1．128

1．077

1．069

1．OIO

O．929

0．　820

0．769

0．　739

0．718

0．682

0．605

0．’662

1・．779

3．　860

5．314

4．873

4．323

4．035

3．516

3．369

3．158］’

2．857

2．545

2，465

2．292

O，173

0．162

0．194

0．217

0．198

0．174

0．168

0．213

0．197

0．186

0．187

0．187

0．226

0．233

0．221

0．053

0．026

0．139

0．331

0．366

0．295

0，441

0，372

0．300

0．303

0．273

0，268

0，272

0．275

計　（A）

5．317

5．114

9・321

4。902

4．446

4．367

4，046

3，921

3．786

3．597

3．486

3．439

3．420

3．396

3．280

2．9⑪2

3．493

5．634

7．403

7．544

7．103

7。452

7．076

6．680

6。802

6。673

6．477

6．827

6．812

証券平均

利　　廻

貸出平均

利 廻

5．582

5．745

6．OI5

5．222

4．908

4。747

4．433

4。481｝

4．050

4。lo4
　　　　　　

4。llOl

3。994

3．938

3．869

3．825

3．515

2．8五〇

3．383

4。ll且

4。830

6。92且

8。055

7．988

7．863

7．549

7，402

8．095

7．447

7。192

　　5．815

　　5．523

　　5．537

　　5．186

　’4．869

　　4。819

　　4．577

　　4．637

　　4．564

・ 4．475

　　4，476

　　4．463

　　4・439

　　4．36亙

　　4．207

　　3．516

　　5。295

　　8．059

　　9．301

　　9．509

　　9．022

　　9．303

　　8。943

　　8．740

　　8．776

　　8．424

　　8．032

　　8．503

　　8．101

貸出証券

総合平均

利廻（B＞

5．735

5．597

5．701

5．199

4．885

4．789

4。516

4．577

4．349

4。324

4。327

4．249

4．皇05

4，126

4．041

3．516

3．758

6。295

7。998

8．729

8．739

9．162

8．838

8．632

8．603

8．258

8．　042

8．351

7．962

利 鞘

（A－B）

0．422

0．483

0．380

0．297

0。439

0．422

0．470

0。656

0．563

0．727

0。841

0．810

0．785

0，730

0．761

0。　614

0．265

Q．661

0．595

1．185

1．636

L710

1．76

1。952

1，801

1．585

1．565

1．524

1．150

出所：一橋大学経済研究所編〈日本経済統計〉
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日本及びアメリカにおける経済循環の特質一

　　　　　向いとら増　高こアは○味高　こ体も
①でと上アけなはも大第投と1絶○すい

錦薩募霧李票票笛歪奮馨藷讐嬬量9・
変よトる済はす日債と銀さ企るアを二低動うレこ変す゜　　　　　　　本保が行れ業こi常一い

摯諺壱笑讐悪夢薯糞馨齢躍庭募ぞ碧v’）
あ態’き日欲メし資投をもの゜るいよ預
るを下な本がりくよ資み伺特更゜るう金とも方特の高力高り利るい徴に日　゜　　　　　　　　　　　　　　　　に通、丸）た傾徴そくはいも廻と知を貨本こ流貨
あ’ら向でれ”こ’り’る明出にの通の
艘苞碧箆畢磐ζ冨養甦2腱長糞榎農嘉
宍いみ゜較資が政し出りが把資て五もる
戸るかだす金政府に利が出握比は○ま割

見つてはアがの政お較ら
解いい増メあ保策くべ戦
でてる大リる有による後
あ検た傾力たをようとへ
ゑ討め向のめ行るに’と

経てとよ向借政金こ上向
済いボり’入府のれ昇を
政こトは減れは活は率た

　　開少対強を本といる
　　か傾しま有に正゜結
　　な向’る効お反し果
　　いに日　’需い対’た　’
　　と近本こ要てでが利
　　もいでののはあつ鞘
　　云゜は相創行るてが
　　えそと違出な゜こ戦
　　るれもでにわこの後’
　　°はかあふれの点特
　　そ全くるりてこかに
　　　　　o

とる’相のし々
共と対場て増
に’的合い大’

アオはる傾
オメ1相゜向
1リヴ対そを
ヴカア的した．
アと1オてど
1はロ1第つロ異1ヴニて
1なンァニい
ンりで1表る．
を貨あロかが
通出り1ら’
じし’ン貨こ
ての時’出れ
イ割と一預は
ン合し○金信
フがて○比用
レ高＼％率取
傾い絶をを引
向゜対越みの
をこ的える拡
伴れオると大
なら1場’を’
うのヴ合一意
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日本及びアメリカにおける経済循環の特質

　因増れわし要　論気限ら　乃減，がめて因ま者変界しこ　三　　　　　②

　存つ釣とあ占一思をを　て　　　　　　　　　　　　　　　とことら

　得考庫につ割在　は見は’　　°そかが
　のえ投結い合庫　　　　　　　　　国を何そ　　　　　　　　　　　　　　　　しらつ

　　　　　　゜そ　どの況も　　　か’て　化環いえは
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（第24表）輸出入物価及び貿易物価指数
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　　　　　　　　　日本及びアメリカにおける経済循環の特質

（第25表）　　輸出総額と対米輸出の推移
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出所：　37タ1：度　経享斉臼書

昇廟下繍
期1綴期
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日本及びアメリカにおける経済循環の特質

（勃r5図）輸出λ通関実績の椎移
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日本及びアメリカにおける経済循環の特質
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日本及びアメリカにおける経済循環の特質

（第26表） 分配率関係指標の推移
％

32年1～3月

　4～6・
　7～9
　10～12

33年1～3

　4～6
　7～9
　10～12

分　配　率

56．8

58．2

61．4

64．0

（△1．8）

（△1．1）

（1．9）

（4．3）

62．5　、　〈　5．7）

64．9　　　（　6e　7）

63．7　　　（　　2．3）

62．6　　（△L4）

対前年同期増減率

純利益i人件劃従業醐天鴇

　36．9
　45．3
　　4．9
△　19．・8

△　34．・3

△　40．　3

△　29．2

　　0．9

20．7

30．9

22．0

17．2

9．0

10．6

1．8

2．7

13．3

19．6

14．3

10．6

8．3

ゴ7

2．4

1．6

6．5

9．4

6．7

5．9

　　0．7
　　8．7
△　O・・5

　　1．1

出所：34年度経済白書
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附表1・　　アメリカにおける実質国民生産額

単位10億ドル

年 次

1929

1930

1931

1932

1933

1934

1935

1936

1937

1938

1939

1940

1941

1942

1943

1944

19451

1946

1947

1948

1949

1950

1951

1952

1953

1954

1955

1956

1957

1958

1959

粗国民生

産総額

個人消費

支　　出

粗民間倒内投資

総計

203．6　　138．6

184．4　　　　130。3

170．3　　　126．2

144。8　　114。8

141。4　　　112。1

155．l　　　l19．9

ユ70，3　　125．乙

194．5　　　138．0

20生8　　142．6

195．2　　　140．4

211．5　　　148。3

229．9　　156．3

267，7　　　166．7

304．1　　162．9

34L　6　　167．2

366。3　　　173．1

359．9　　185．2［

、316．0　　　207．8

315．7　　　211。4

327．9　　215．4

328ジ2　　220．9

356．3　　　23生5

385．0　　　236．4

399．0　　　242，5

417．1　　　254．2

4es．8　　　257。5

441．5　　　277．0

450．9・　286．0’

458．♀　　　293．1

448，6　　295．9

，478．8　　　311．4

住　宅

41’．　5

28．3

17．5

4．9

6．s

9．6

18．4

25．4

31．2

18，4

25．7

34．　0

43．1

22．I

l3。3

14。8

2⑪，　5

sol　ol

49．9

58．4

46．4

65。7

68．3

591』8

60．4

57．9

73。5

73．1

69．1

56。　0

70．3

耐久設側変
生産蕪難庫

動

　9．9

　5．8

　4．8

、2．4

　1．8

引2，2

　3，5

　8。2

　5．7

　5．8

　7．7

　’8。3

　9．O

　I4．1

　2．O

　l．7

　2．1．
’8・　3

げ11．0

1　3．　0

12。8

17．7

㌃4，7

14．6

15．5

17．5

20。7

18．5

17．5

18．5

22。3

13．6

10．7

7．2

4．3

4．5

6．1

8．2

11．2

12．7

8．8

10。3

13．3

15．6

9．0

8．4

11．2

15，5

19．6

26．4

27。7

24，1

25．9

26。8

26．5

27。4

27．4

30。4

30。0

23．4

26．1

財貨及び
サー・一／ビスの

政府購入

’25．3△

　　3．4

△　α6
△　2．5

△　6．5・

△　4．4

△　2．5

　　2。4

　　3。2

　　5。3

△　2．3

　　L2
　　4．9’

　　9．6

　　3．9

△　0．2

△　2．0

△　2．8

　　10．1

　　、0．2

　　4，2

△　3。8

　　，7・9

　・11．f

　　2。9

　　α8
　　2，2’

　　6．6

　　5．O

　　I．9

△　4・、2

　　3．9

22．4

24．7

26．1

24。8

24．1、

2ち5

27．8

32・　s

31．4

34。9

36．5

37．7

57．7

121．2

166。9

184r．　2

夏5＆8

53．2

45．’0

50．9

，57．1

54．6

76．6

94，1

102．0

9Ll

88。6

87．5

90，9

94，9

97．9

出所：日本国連本部編くアメリカの経済成長＞
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附表　2

　　　　　　　　日本及びアメリカにおける繰済循環の特質

’

日本における実質国民所得
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位10億円

年 次

1930

1931

1932

1933

1934

1935

1936

1937

1938

1939

1940

1941

1942

1943

1944

1945

1946

1947

1948

1949

1950

1951

1952

1953

1954

195．5

1956

1957

1958

実質国民所得

12．2

12．5

12．8

13．1

13．6

14，3

14．8

16．2

15．9

16．8

16．1

16．7

16．1

16．1

15．4

8．3

8．8

10。3

11．9

14．0

15，4

16．9

17．9

18．4

20．4

22．2

23．7

25．1

国内民間総資本形成
個人住宅生麟畝麟鹸品増加

　0．2

　0．1

　0．3

　0．2

　0．2

　0．2

　0．2

　0．4

　0．2

　0．3

　0．5

　0．　6

　0．7

　0．8

　0．6

10．6

22．1

46．9

35．6

59．8

71．5

96．0

126．8

132．7

142．3

179．7

213．5

232．4

　0．5

　0．3

　0．7

　1。2
　1．51，

　1，6

　1。8

　2．9

　4．3

　6．2

　6．6

　7，1

　7．4
　10．7

　13．1

　37．2

　94．5

　211，5

　288．6

　389．　9

609．9

　712．6

　800．7

　768．1

　777．7

1，369．2

1，678，2

1，595．0

　o．’8

　0．4

　0，0

　0．　b

　O．6

　0．8

　1．O

　l．7

　0，9

　1．2

　2．0

　2．r4r

　4，4

　1．7

　3．3

27．9

82．5

235．8

207．8

368．4

570．7

39514

407、7

264．6

452．9

684．3

473．4

35．2

出所：一一橋大学経済研究所編く日本経済統計〉
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